
前 期 日 程

令 和 � 年 度 入 学 試 験 問 題

総 合 問 題（生 活・総 合）

注 意 事 項

１．試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

２．解答はすべて別紙解答用紙に記入しなさい。

３．解答用紙は�枚，草稿用紙は�枚です。

４．解答方法が論述方式の場合は，�マス目から書き始め，�文字空けた

り，改行したりせずに横書きで書き進めなさい。

５．各解答用紙には，受験番号を記入する欄がそれぞれ�箇所あります。

６．試験終了後，問題冊子と草稿用紙は持ち帰りなさい。
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Ⅰ 次の資料を参考にして問�と問�に答えよ。

【自身について】資料１
Ｑ　以下の項目に同意しますか。(各国ｎ＝　1000）
※「はい」回答率を掲載

【自身と社会との関わりについて】資料２
Ｑ　以下の項目に同意しますか。(各国ｎ＝　1000）
※「はい」回答率を掲載

(単位:％)

自分には人に
誇れる個性が
ある

自分は他人か
ら必要とされ
ている

日々の生活が
楽しい

日々の生活で
不安や
ゆううつを
感じる

 勉強，仕事，
趣味など，
何か夢中に
なれること
がある

自分のしてい
ることには，
目的や意味が
ある

自分の人生に
は，目標や
方向性がある

目標を立て，
何かを達成し
た経験がある

(単位:％)

日本

アメリカ

イギリス

中国

韓国

インド

自分は大人
だと思う

自分は責任が
ある社会の
一員だと思う

自分の行動
で，国や社会
を変えられる
と思う

国や社会に
役立つことを
したいと思う

慈善活動の
ために寄付
をしたい

ボランティア
活動に参加
したい

日本

アメリカ

イギリス

中国

韓国

インド

47.9

74.074.0

72.272.2

74.274.2

68.968.9

84.084.0

52.7

67.767.7

64.664.6

77.377.3

73.773.7

59.659.6

67.7

69.069.0

63.463.4

79.579.5

76.176.1

78.478.4

65.3

58.058.0

56.756.7

46.246.2

49.049.0

35.135.1

80.4

81.581.5

82.782.7

82.482.4

83.983.9

88.888.8

63.5

70.070.0

67.867.8

82.682.6

79.979.9

80.180.1

27.3

85.785.7

85.985.9

71.071.0

46.746.7

83.783.7

48.4

77.177.1

79.979.9

77.177.1

65.765.7

82.882.8

26.9６位 ６位 ６位 ６位６位

58.558.5

50.650.6

70.970.9

61.561.5

78.978.9

61.7

73.073.0

71.271.2

82.182.1

75.275.2

92.692.6

36.2

66.766.7

69.569.5

78.978.9

62.462.4

83.783.7

49.7

70.470.4

64.264.2

85.385.3

１位１位

１位１位 １位１位 １位１位 １位１位

６位

１位１位

70.770.7

78.178.1

60.6

75.275.2

73.673.6

81.381.3

74.574.5

88.288.2

75.2６位６位 ６位６位 ５位５位 １位１位 ６位６位 ６位６位 ６位６位 ５位５位

76.876.8

73.473.4

78.178.1

84.584.5

１位１位

１位１位 １位１位

１位１位

１位１位

１位１位

１位１位

79.279.2
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資料�・資料�は，日本財団により２０２２年�月２６日（水）から�月�日（火）の期間

に実施された１８歳意識調査「第４６回―国や社会に対する意識（�ヵ国調査）―」の一部

である。この�ヵ国とは，日本，アメリカ，イギリス，中国，韓国，インドであり，

各国の１７歳から１９歳の男女，１，０００名に対して行われた。実施方法はインターネッ

ト調査である。

（出典） https://www.nippon-foundation.or.jp/app/uploads/２０２２/０３/new_pr_

２０２２０３２３_０３.pdf

問 １ これらの資料の分析と考察から日本の１７歳から１９歳の若者にはどのような

特徴があると言えるか。３００字程度で述べよ。

問 ２ これらの資料の分析と考察をふまえた上で，学校教育における「総合的な学

習の時間」及び「総合的な探究の時間」に要請されることは何か。３００字程度で

述べよ。

― ２ ― ◇Ｍ７（３１９―１２８）



Ⅱ 資料�・資料�は，国内（長野県）のある小学�年生から�年生にかけての実践事

例である。この教室では，定期的に子どもが話題を持ち込めるフリートーキングの

会を設定している。ある子どもが「面白いな。クラスのみんなに見せたいな。話し

たいな。」と思った物や話題を紹介し，それについて他の子ども達が，質問・意見・

感想を語り合うため，「みんなの会」と呼んでいる。このクラスでは，出来事の伝え

合いにとどまらず，新たな発見や活動が生まれる場にもなっている。

資料�・資料�を読み，問�と問�に答えよ。

こ ま

資料�：「みんなの会・独楽」の実践記録 �年生の冬

※児童の名前はすべて仮名

黒板を背に家から持ってきた独楽を手に，健太がクラスの子ども達の前に

立った。

健太 「ぼくは独楽を回します。」

椅子に座っていた子ども達は立ち上がり，健太の周りに集まってきた。

直樹 「もうちょっと広い所でやれば。みんな，もうちょっとさがって。」

健太の手から独楽が離れると，「わあー。」と，子ども達の目が独楽に集まっ

た。

希美 「何で回るんだろう。」

悠平 「どうして回すとくるくる動きながら歩くみたいになるのかな。」

裕紀 「僕にもやらして。」

何人かが独楽回しにチャレンジした。担任が生活科の教材の独楽を教室に

持ってくると，皆が独楽遊びに興じ，休み時間に独楽で遊ぶ子ども達が増え

た。

資料�：「みんなの会・オナモミ」の実践記録 �年生の冬から�年生の春

※オナモミとは，キク科オナモミ属の一年草。果実はフットボール状の楕円形
とげ

で，多数の棘をもっている。服にからみつくので「ひっつき虫」とも呼ばれる。

※児童の名前はすべて仮名
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生活科で河原遊びに出かけ，帰ってきた教室で，�人の女子が担任に「みん

なの会に，これ出したいんだけど……」とオナモミの実が沢山入った袋を差し
きゅうきょ

出した。担任は急遽�時間目に「みんなの会」を設定した。

奈々 「今日，オナモミを見つけました。いろんなものにくっつくから面白い

です。」

美来 「それはどこにあったの？」

亜弥 「野原みたいな所。」

朱音 「だれがそんなに拾ったんですか？」

歩美 「三人で。」

三人はクラスの子ども達に配って回り，子ども達は自分の服につけ始めた。

絵里 「オナモミはどうしてくっつくか，分かりますか？」

三人 「……」

担任 「これは，いい質問だね。予想してみて。みんなはどう思う？」

由美 「さっきね，ジャンパーにくっつけてみたら，あんまりくっつかなかっ

た。」

明子 「どうしてジャンパーにくっつかないのか分かった。毛糸は穴があいて

るから。ジャンパーには穴が空いてないから。運動着もちっちゃい穴がついて

るし。」

明子さんの言葉を聞いて，子ども達は自分の運動着を見始めた。「空いて

るー。」「本当だー。」運動着もよく見ると，セーターと同じような網目がある。

オナモミの実を手にしていた晴子さんが言った。

晴子 「どうしてだか分かった。先が曲がっているからだよ。」

担任は，虫メガネを出してオナモミの実を観察した。

担任 「ほんとだ。先の方，曲がっているよ！」

オナモミの実を見たいと子ども達が担任の周りに集まり，口々に何か言う。

俊男 「虫だってさー，良く曲がってるでしょ。だから木とかにくっつく。カ

ブトムシの足と同じだよ。虫と同じように先っちょが曲がってる。虫も引っ張

るよ。」

担任が俊男の発見に大いに感心してうなずくと，啓介がじゃべりはじめた。

― ４ ― ◇Ｍ７（３１９―１３０）



問 １ 「みんなの会」では，フリートーキングの中で，児童の考える力が育まれてい

る。自然のおもしろさや不思議さを捉えたと分かる児童の発言を資料�・資料

�からいくつか取り出し，どのような考える力が育っているか。４５０字程度で

述べよ。

問 ２ 教師にとって「みんなの会」が，生活科の授業を行う上でどのような教育効果

があると想定できるか。３００字程度で述べよ。

啓介 「僕はね，身を守るため，自分の子孫を残すため，オナモミも生きてい

るから，それを増やすために，とげとげを人にくっつけていると思う。」

担任 「オナモミって種なの？」

啓介 「種だよ！」

担任 「この中に種が入っているのかな？」

担任がオナモミの実を一つ，ハサミで半分に切り，皆で中を見てみたが，種

らしきものは見当たらなかった。芽が出るか土に埋めてみたいと言う子が数

人，ベランダにあるポットに土を入れ，オナモミを埋めた。

�年生の春，ベランダから「先生！」と声がした。担任が窓からのぞくと，何

人かの子どもが集まっていた。見ると小さなポットから小さな双葉が出てお

り，その一枚をくわえるかのように，あのとげとげのオナモミがしっかりぶら

下がっていた。「オナモミの芽が出たんだね！」「やっぱり種だったんだ！」皆で

小さな命の誕生を喜び合った。

― ５ ― ◇Ｍ７（３１９―１３１）


